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50,000

受講生の観光産業への理解が進むように研修委託先とカリキュラム内容の検証を進めるとともに、実地研修先企業での研修内容についても状況の把握を行う。今年度
受講生の観光産業への就職を促進し、併せて来年度以降のカリキュラム内容の充実を図る。

７.まだ残っている課題（現状の何をどのように変更する必要があるのか）
１０月に受講生２５名を決定し、研修を開始し
た。
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前年度実績 今年度計画

取組目標値
指標名 宿泊・観光施設への新規就職者数

25.0

30年度 31年度年度 27年度

・10月に研修を開始することとし、人材育成研修受託事業者を決定した。
・受講生の募集について、関係機関の協力により目標人数の２５名を決定した。
・効果的な研修内容とするため、関係する宿泊・観光施設への意見聴取を行った。
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人材育成事業受講生中、新規就職した人数
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事務事業評価シート

目
的

（１）対象 宿泊・観光事業者、求職者、UIターン希望者

（２）意図 人材不足が課題となっている宿泊・観光施設への人材確保のため人材育成事業を実施する。

求職者やUIターン希望者などを一定期間雇用し、宿泊・観光施設等に必要とされる接遇・語学等の研修や宿泊施設等での実地研修を実施することによって、技能
や知識の習得を図るとともに、経営者を対象とした人材育成等の研修を実施することによって宿泊業等への新規就職と将来を担う人材の育成に繋げる。
○地域人材育成協議会を設置し、研修受講者の募集や人材育成の実施を調整・支援
○人材派遣会社等による人材育成研修の実施
○受講者と宿泊・観光施設等のマッチング

評価実施年度： 平成２９年度

28年度 29年度

25.0 25.0

事務事業の名称 地域創生人材育成事業

事務事業担当課長 観光振興課長　木次　淳 電話番号

上位の施策名称
施策Ⅰ－３－１
地域資源を活用した観光地づくりの推進

人材育成事業受講者数
目標値

人材育成事業を受講する受講生の人数

求人倍率が高い状況（H28.8月 1.61倍）が続き、中でも研修生の就職先となる宿泊・観光施設は、総
じて従業員が集まりにくい状況にある。

研修を通じて、受講生に観光産業の実態と魅力を知ってもらい、就職に向けたモチベーションを更に引
き上げる必要がある。特に、実地研修を有意義なものとするため、研修先企業との連携を密にする必要
がある。
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前年度の課題を踏まえた
改善策の実施状況

⑤今年度新規

実績値
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受講生の中から観光産業へ２０名の新規就職を目標としており、求職と求人の的確なマッチングを行う
必要がある。

６.成果があったこと（改善されたこと）

人


